
１　調査目的

２　調査対象など
　　調査対象：県政モニター５１６人（うちインターネットモニター２５１人）
　　調査方法：郵送及びインターネット
　　調査期間：平成２９年１１月１日～１１月１７日
　　回収結果：４２０人（回収率８１．４％）
　　　　構成比はパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しています。
　　　　そのため、合計が１００％にならない場合があります。

３　結果概要

○他人のペットを迷惑と感じたことはありますか。
ある →
ない →

「ある」の主な具体的な内容
・糞尿による被害
・早朝、夜間の鳴声
・放し飼い、リードなしでの散歩
・他人の敷地内への侵入

○ペットとの良好な関係づくりのために、県に望むことについて（複数回答）

ペットの正しい飼い方の啓発（しつけ方教室の開催など）
動物愛護の普及啓発（小学生を対象にした動物の愛護教室の開催など）

飼い主のいない猫対策（避妊去勢費の助成など）
保護された犬・猫の飼い主への返還や希望者への譲渡
動物取扱業者（ペットショップなど）の営業形態などの監視強化
災害時のペットの救援対策（被災動物の収容施設の設置など）
動物愛護関連団体との協力（譲渡活動の推進）、ボランティアの育成

ペットの飼い方などに助言を行う指導者の育成（動物愛護推進員の研修）

アニマルセラピーなどの福祉・医療への動物活用支援
その他
計
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ペットに関するアンケート調査結果

　 県では、平成２６年に動物の愛護と適正飼養の推進を目的とした「岐阜県動物愛護管理
推進計画」を改訂し、各保健所及び岐阜県動物愛護センターで取組みを実施しています。
　県民の動物愛護に対する意識の動向や、動物による生活環境への影響等を把握すること
を目的としてアンケート調査を実施しました。
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４　回答者属性

　（１）性別

男性
女性
無回答

（２）年代別

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳以上
無回答

（３）居住圏域別

計 420 100.0%
無回答 1 0.2%

中濃圏域 87 20.7%
東濃圏域 48 11.4%
飛騨圏域 27 6.4%

人数 割合
岐阜圏域 191 45.5%
西濃圏域 66

18 4.3%

15.7%

3 0.7%
計 420 100.0%

80 19.0%
95 22.6%

106 25.2%
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５　調査結果

問１ 動物（ペット）は好きですか。

好き
どちらかといえば好き
どちらでもない
どちらかといえば嫌い
嫌い
無回答
計

ペットを飼っていますか。

飼っている
飼ったことはない
過去に飼っていた
無回答
計

（問２で１と答えた方）
あなたは、どんな動物（ペット）を飼っていますか。
あてはまるものをすべてあげてください。（複数回答／回答者１４６人）
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その他
計
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問４ （問３で１・２と答えた方）
犬・猫を飼っている方におたずねします。不妊・去勢手術をしていますか。

している
していない
無回答
計

していない理由として主なもの
・管理できる（室内外で他の犬猫と接触しない等）から、不要である
・犬猫がかわいそう

問５ 他人のペットを迷惑と感じたことはありますか。

ある
ない
無回答
計

「ある」の主な具体的な内容
・糞尿による被害 ・他人の敷地内への侵入
・早朝、夜間の鳴声
・放し飼い、リードなしでの散歩

問６

飼い主が自己責任で不妊・去勢手術などの繁殖制限を行うべき
飼い主が不妊・去勢手術を受けやすいよう補助制度を創設すべき
保健所による引取りをやめるべき
猫を外へ出さないような飼育を行うべき
その他
計

「その他」のうち主なもの
・保健所から新しい飼い主への譲渡活動の強化（広報、イベント）
・動物取扱業者への指導（規制）強化
・飼い主に対する適正飼養の指導強化
・飼養許可制度（登録制度）の導入

9 2.1%
420 100.0%

殺処分される子猫は、どうすれば少なくなると思いますか。次の中からあてはまるも
のをすべてあげてください。（複数回答／回答者４２０人）
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問７

ペットの正しい飼い方の啓発（しつけ方教室の開催など）
動物愛護の普及啓発（小学生を対象にした動物の愛護教室の開催など）

飼い主のいない猫対策（避妊去勢費の助成など）
保護された犬・猫の飼い主への返還や希望者への譲渡
動物取扱業者（ペットショップなど）の営業形態などの監視強化
災害時のペットの救援対策（被災動物の収容施設の設置など）
動物愛護関連団体との協力（譲渡活動の推進）、ボランティアの育成

ペットの飼い方などに助言を行う指導者の育成（動物愛護推進員の研修）

アニマルセラピーなどの福祉・医療への動物活用支援
その他
計

「その他」のうち主なもの
・飼い主に対する適正飼養の指導強化
・動物取扱業者への指導（規制）強化
・飼養許可制度（登録制度）の導入
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ペットとの良好な関係づくりのために、県に望むことについて、次の中から主なものを
３つあげてください。（複数回答／回答者４２０人）
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